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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★

皆様、お元気ですか。イースターはいかがでしたでしょうか。

チョコレートをたくさん食べましたか。私はチョコレートに目がないのですが、最近、少しアレルギー気味で、あまりチョコレートを食べることができません。そうなんです。チョコレートに目がないんです。この表現を初めて聞いたときに、「チョコレートに目がないのは当たり前でしょ!」と思ってしまったのですが、面白い表現ですね。

今日は、このような表現について書いてみます。日本語がネイティブの方には当たり前すぎて面白くない文章になってしまうかもしれませんが、お許しください。よろしくお願いします！
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さて、「目がない」という表現はどんなときに使いますか。私が教わったのは、何かがとても好きで気に入っているときに使う表現だということですが、あっていますでしょうか。ただ、「見る目がない」というふうになったら、何かを正確に判断する力がないということになるのですね。難しいですね。

このような表現のことを「慣用句」といいます。日本語の慣用句の中には、体の部分を使うものがたくさんあります。他にどんな慣用句があるでしょうか。

ある日、授業中に「あの人は耳が遠いからよく聞こえないんですよ。」と言ったら、学習者に「えっ!あの人の耳、どこにあるんですか。」と聞かれました。一瞬、学習者の質問が分からなかったのですが、よく考えてみたら、「耳が遠い」という表現も面白いんですね。どうして耳自体が遠いのか考えたことがなかったのですが、これは、耳が不自由な人のことをいうんですね。

「耳」といえば、「耳にたこができる」という慣用句もありますね。何回も同じことを聞かされてうんざりしたときに「耳にたこができるほど聞いたわ。」といいます。でも、重要なことや注意しなければいけないときに何回もそのことを言うときは、「口がすっぱくなるほどいう」といいます。何か危ないと思ったときは何回もそのことを言って口がすっぱくなるのでしょうか。そして、聞いている人は耳にたこができるのですね。
「口」で考えてみたら、この他に「口がかたい」「口にあう」のような表現があります。「口がかたい」という表現は秘密や他の人にしゃべってはいけないことを誰にも話さない人のことを言います。なるほど、口がかたくて開かないんですね。でも、その反対は「口が柔らかい」ではなく「口が軽い」なんです。どうしてでしょうか。

「口に合う」という日本語の表現は、個人的にはとても好きです。何故かといいますと、ある食べ物が自分はおいしいと思っていても、文字通り、他の人の口に合うかどうかが分からないという気持ちがよく伝わるからです。こんなときには「口に合うかどうか分かりませんが」と言います。その人が口をすっぱくしていたら、合わないかもしれませんね。冗談、冗談!すみません。ポルトガル語の表現では、同じようなことをいうために「あなたの好みの味かどうか分かりませんが…」という意味に近い表現を使うと思います。

「鼻にかける」という表現を聞いたことがありますか。初めて聞いたときは「めがね」のことかなあと思いました（笑）。でも、そうではなく、何かが得意でそれを自慢していばる人のことをいうときに使うそうです。例えば、「あの人は自分の優秀さを鼻にかけている」のように使うそうです。「鼻が高い」という表現もありますね。これも似たような表現ですが、「いばっている」様子のことだそうです。

「ひざを打つ」はどんな意味でしょうか。急に何かに気がついたときや感激したときに手のひらでひざをたたくことをいうそうです。難しい数学の問題が解けたりしたときには、日本人はひざを打つそうです。実際にこんなことをやっている人は見たことがないのですが、皆さんはどうですか。ブラジル人はどうするのでしょうか。多分、指を鳴らすのではないでしょうか。これも人によると思いますが…

あまり難しく考えていたら、どう説明したらいいか分からなくなってしまい、まさに「難しい問題に首を突っ込む」ことになるので、この辺で終わりにしたいと思います。皆様のご意見も聞きたいので「首を長あああくして待っていま～す。
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サンパウロ州教育局がブラジル日本移民100周年を祝してViva Japão というプロジェクトをサンパウロ州の全州立学校（役5000校）に声をかけて行うことを企画しています。このプロジェクトは、各州立学校が日本文化や日本語に関する事業のプロジェクトを企画し、サンパウロ州教育局に提出し、教育局の方で審査をし、いくつかのプロジェクトを採用して行うことになっています。最終的には2008年の100周年記念のために行われるイベントで一番いいプロジェクトが賞をもらうことになっています。

このように、ブラジルでは日本移民100周年に関してのイベントがいろいろ行われています。

皆様のお国でも日本文化･日本語に関してのイベントがありましたら是非教えてください。情報交換をしましょう。よろしくお願いします。
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国際交流基金サンパウロ日本文化センター講師室
日本語文・ポルトガル語文　吉川・一甲真由美エジナ
日本語教師お役立ち情報室
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
「メルマガこうししつ」バックナンバーを公開中
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